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   人権研修に参加して 

  

虐待防止のポイントとして他人事ではなく自分の事としてとらえることが大切です。虐待は身近

にある、起こりえる、起こっているかもしれないと意識することが重要で「どこでも虐待の芽が生

まれる」小さな不適切支援の積み重ね、専門性の欠如、関係性の歪み、職員間のストレスの状況に

より虐待の芽が生まれてきます。どんな職員もミスはする=誰でも失敗はします。ミスをすれば怒ら

れる評価が下がる。報告しない、隠すなどの悪循環が生まれてきます。高い専門性が求められる障

がい者支援の現場はミスや失敗は誰でもあり、リスクをチームが共有して、虐待をおこさないよう

正しい情報共有ができる風通しの良い職場作りが重要だと学びました。 

いつでもどこでも虐待の芽が生まれる可能性と危険性を充分認識して、上司や職員間での報告相

談を密にする事と、自分自身の心のゆとりを維持しつつ、日々の支援に取り組む事の重要性を改め

て認識をしました。人権研修で学んだことを支援現場で活かしていきたいと思います。 

 

                                  支援課 藤原幹久 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              強度行動障害支援者養成研修を受講して 

 

強度行動障害とは自傷、他傷、こだわり、もの壊し、睡眠の乱れ、異食、多動等の本人や周囲の

人の暮らしに影響を及ぼす行動を指し、高い頻度で起こります。他者からは困った人と認識されが

ちですが、その行動は本人にとって不安定であるサインの可能性を意識しておく事が必要です。強

度行動障害の行動で今までは分からない部分もありましたが、研修では障害特性を理解することで

ご利用者が行動に出た時に予防的支援になることを学びました。そして特別に配慮された支援が必

要で、支援者はその行動に至るまでに特性やニーズを把握し、支援していく事が重要となります。

恵誠の里でも今回研修で学んだ事を活かし、統一した支援が出来る様に努めます。 

                                  支援課 立野加津子 
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令和 7年 3月 31日、ご利用者主体の自治会「なかよし会」の役員総選挙が行われました。各役員

の候補者がそれぞれの主張を語り、ご利用者全体での投票の結果、計４名の役員が選出されました。

役員になられたご利用者は「頑張るぞ－！」と意気込まれていました。    支援課 楠木一穂 

 

 ジャガイモが花をつけたタイミングで追肥と寄せ土を

行いました。後は収穫を待つばかりですが、野菜が元気

に育つということは雑草にも良い土壌なのか、雨が降っ

た翌日には抜いたばかりの畑に新たな雑草が生えてきま

す。抜いては生えの【いたちごっこ】状態ですが、皆さ

ん収穫を楽しみに日々奮闘されています。 

支援課 山野剛史 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会体験活動の一環として 4月 15日に和歌山市立こども科学館へ行きました。現地に行

く前に中華料理バーミアンで昼食を頂き、皆様「美味しかった」と喜ばれていました。昼食

後は和歌山市立こども科学館に行きました。到着後、すぐに珍しい展示物があり、皆様興味

津々で色々な科学の仕掛けを使用した展示物に触れながら楽しまれていました。事業所に戻

られてからも「今日は楽しかった」と笑顔で支援員に話して頂き、皆様にとって良い一日を

過ごせたご様子でした。                     支援課 字室克哉 

5月 13日、社会体験活動で岸和田城、岸和田だんじり会館、きしわだ自然資料館に行きま

した。岸和田城では、天守の展望台まで階段で昇り、周辺の風景を眺めて気分爽快でした。

岸和田だんじり会館では、太鼓を打つ体験をしたり、自然資料館では、ホッキョクグマなど

の大きな剥製を見学し、剥製の大きさに皆さん驚いていました。   支援課 福永康彦 

 

 

 

 

 



 

利用相談・見学・体験利用について随時受け付けております。 

サービス内容は事業所ホームページに記載しておりますので、どうぞご覧下さい。 

電話での相談もお受けします。（℡072-467-1181）ご連絡お待ちしております。  

尚、2025 年 8 月 14日(木)～8 月 17 日(日) 夏季休業とさせていただきます。 

（※2025 年 8 月 18日(月)より、通常通り営業） 

ご不便をお掛け致しますが、何卒ご理解のほどお願い申し上げます。 

                                        受付 谷口勉 

 
ご協力ありがとうございました。 

大阪体育大学、米澤保代、山口靖子 

エス・ティ・サービス  （順不同、敬称略） 
 

作業提供ありがとうございます。 

松井縫製加工所、(有)丸甚製作所、  

(有)ハナトミ    （順不同、敬称略）                              

 

将来の就労を見据え、資格取得を目指し、基本的なパソ

コンスキル（Word、エクセルなど）を個々のニーズやレベ

ルに合わせて学習しています。 

支援課 福永康彦 

親しみを持って取り組んでもらえるよう、畑に名

前を付けることにしました。ご利用者と相談し、い

くつか出た候補の中から多数決で「恵誠はたけ」に

決定。まだ製作の途中ですが、完成を目指して皆さ

ん意欲的に取り組まれています。 

支援課 山野剛史 

 

新車日産セレナは、他の施設車と同

様にステップが装備されており、ご利

用者の乗車に配慮した設計になってい

ます。車内も広いので、快適に乗車し

て頂けると思います。 

 


